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	背景
	この遺伝子は、GTR/RAG GTP結合タンパク質ファミリーのメンバーをコードします。コードされているタンパク質は、RRAGAおよびRRAGBとヘテロ二量体を形成し、主に細胞質に局在する単量体グアニンヌクレオチド結合タンパク質です。コードされているタンパク質は、mTOR複合体の細胞内局在を促進します。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2012年12月],機能：グアニンヌクレオチド結合活性を有しますが、内因性GTPase活性は弱いです。,類似性：GTR/RAG GTP結合タンパク質ファミリーに属します。,細胞内局在：主に細胞質内。結合したRRAGAのヌクレオチドの状態に応じて、細胞質と核の間を往復することがあります。,サブユニット：配列非依存的にRRAGAとヘテロ二量体を形成します。GTPに結合します。NOL8およびRRAGBと相互作用します。,
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	RRAGC抗体を用いたHepG2細胞、A549細胞、およびLOVO細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RRAGC 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	Rag Cポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

